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最低賃金改正のお知らせ
■�愛媛労働局では、県内すべての労働者に適用

される「愛媛県最低賃金」を改正し、以下の
通り施行することとしました。

令和６年10月13日から愛媛県最低賃金は、

１時間956円です。
（897円から59円引き上げ）

●�業務改善助成金、キャリアアップ助成金等の
各種支援制度の活用をご検討ください。

■最低賃金等についてのお問い合わせ先
　愛媛労働局　賃金室
　　　　　　　☎０８９（９３５）５２０５

　又は、

　宇和島労働基準監督署
　　　　　　　☎０８９５（２２）４６５５

新 職 員 紹 介新 職 員 紹 介
　10月から宇和島商工会議所で勤務させていた
だくことになりました、平野巴津紀と申します。
　小さい頃から慣れ親しんだ宇和島市に、社会
人として貢献できることを心から嬉しく感じて
います。サッカーが趣味で、これまでのチーム
スポーツで培った協調性やリーダーシップを活
かして、職場でも積極的に業務に取り組んでい
きたいと考えています。
　まだまだ未熟な点も多いかと思いますが、精
一杯努力し、少しでも地域や商工会議所に貢献
できるよう努めてまいります。皆様からのご指
導ご鞭撻を賜りますよう、どうぞよろしくお願
い申し上げます。

総務課

平野　巴
は

津
づ

紀
き

　労働者はもちろん、その家族も守ること、それが労働保
険の目的です。社員、従業員、アルバイトなどの雇用形態
にかかわらず１人でも雇っている事業主は、すぐに労働保
険（労災・雇用）に加入する義務があります。労働者を雇
用しているのに、まだ労働保険に加入されていない場合は、
すぐに加入手続きをしてください。

　労働保険についてのご相談・お問い合わせは
愛媛労働局労働保険徴収室　☎０８９（９３５）５２０２
又は、最寄りの労働基準監督署・ハローワークにおたずね
ください。

１人でも雇っていれば入ろう。労働保険

10月は「年次有給休暇取得促進期間」です
～ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて年次有給休暇の取得を促進～

　厚生労働省では、年次有給休暇（以下「年休」）を取得しやすい環境整備を推進するため、毎年10月を「年次有
給休暇取得促進期間」として、集中的な広報を行っています。

　「過労死等の防止のための対策に関する大綱」（令和６年８月２日閣議決定）により、令和10年までに年休の取得
率を70％とすることが、政府の目標に掲げられています。一方で、令和４年の年休の取得率は62.1％と過去最高となっ
たものの、目標には届いていない状況です。

　働く人のワーク・ライフ・バランスの実現のためには、企業等が自社の状況や課題を踏まえ、年休を取得しやす
い環境づくりを継続して行っていくことが重要です。

　そのための取組として、（１）計画的な業務運営や休暇の分散化に資する年休の計画的付与制度※１を導入する
こと、（２）働く人の様々な事情に応じた柔軟な働き方・休み方に資する時間単位年休※２を活用することなどが
考えられます。

　厚生労働省では、こうした各企業等における取組を推進するため、年次有給休暇取得促進期間を通じて、年休の
取得促進に向けた機運の醸成を図っていきます。

※１：年休の計画的付与制度
　　　 年休の付与日数のうち５日を除いた残りの日数について、労使協定を結ぶことにより計画的に年休の取得日

を割り振れる制度
※２： 時間単位年休
　　　年休の付与は原則１日単位だが、労使協定を結ぶことにより年５日の範囲内で時間単位の取得ができるもの
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宇
和
島
商
工
会
議
所
経
営
セ
ミ
ナ
ー

「
職
場
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

ー
令
和
６
年
度
ー

宇
和
島
・
宿
毛
商
工
会
議
所

正
副
会
頭
会
開
催

～
中
平
市
長（
宿
毛
市
）、岡
原
市
長
も
出
席
～

　

全
国
的
な
人
手
不
足
が
続
く
中
、
離
職
し

に
く
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
皮
切
り
に
、
仕

事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
上
げ
方
に

つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

講
師
は
、
㈱
Ｇｅ
ｎ
ｔ
ｌｅ
の
代
表
取
締
役

で
あ
る
中
村 

成
博 

氏
。
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
で
の
勤
務
経
験
を
基
に
、
実
際
に
体
験
し

た
具
体
的
な
事
例
や
、
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ

た
独
自
の
考
え
方
を
、
分
か
り
や
す
く
か
つ

興
味
深
い
形
で
紹
介
し
、
受
講
者
か
ら
は
非

常
に
高
い
評
価
が
寄
せ
ら
れ
た
。
2
時
間
の

セ
ミ
ナ
ー
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
し
た
。

　

講
師
は
、
今
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
の
視

点
で
セ
ミ
ナ
ー
を
聴
き
、
実
践
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

受
講
者
に
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
職
場
で
活

か
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
ほ
し
い
。

　

去
る
10
月
８
日
㈫
、
パ
フ
ィ
オ
う
わ
じ
ま

多
目
的
室
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
宇
和
島
・

宿
毛
商
工
会
議
所
正
副
会
頭
会
が
、
中
平
富

宏
宿
毛
市
長
、
岡
原
文
彰
宇
和
島
市
長
を
招

き
開
催
さ
れ
た
。
当
所
清
家
幹
広
副
会
頭
の

開
会
挨
拶
後
、
両
市
長
よ
り
宿
毛
市
、
宇
和

島
市
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報
告
が
あ
り
、
続
い

て
両
会
議
所
よ
り
地
域
の
状
況
や
事
業
の
紹

介
が
行
わ
れ
た
。

　

宿
毛
商
議
所
か
ら
は
、
四
国
西
南
地
域
に

お
け
る
道
路
整
備
の
現
状
や
、
石
川
県
小
松

市
と
の
姉
妹
都
市
協
定
の
背
景
（
建
設
機
械

大
手
「
コ
マ
ツ
」
創
業
者
の
竹
内
明
太
郎
氏

が
宿
毛
市
出
身
）、
外
国
ク
ル
ー
ズ
船
初
寄
港

（
12
／
６
）
の
報
告
が
な
さ
れ
、
当
所
か
ら
は

開
催
中
の
ル
ー
キ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
事
業
経
過

報
告
、
創
立
110
周
年
記
念
古
田
敦
也
氏
講
演

会
の
Ｐ
Ｒ
、ま
ち
づ
く
り
（
賑
わ
い
創
出
事
業
）

な
ど
の
報
告
を
行
っ
た
。
会
議
終
了
後
、
宿

毛
商
議
所　

立
田
雅
弘
会
頭
の
乾
杯
発
声
で

懇
親
会
が
始
ま
り
、
出
席
者
一
同
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、

友
好
を
深
め
る

と
共
に
、
四
国

西
南
地
域
の
結

束
力
も
大
い
に

高
め
、
宿
毛
商

議
所 

澤
田
雄

一
副
会
頭
の
中

締
め
に
て
終
了

し
た
。

　

令
和
７
年
度

は
宿
毛
市
に
て

開
催
予
定
。

▲当日のセミナーの様子

▲予定時間を大幅に超える程、活発な意見が交わされた。

▲中小機構四国本部の樋口本部長（左）
から感謝状と記念品をいただきました。

　

当
所
は
こ
の
た
び
、
独
立
行
政
法
人
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
よ
り
、
小
規
模
企
業
共

済
の
加
入
促
進
に
貢
献
し
た
と
し
て
感
謝
状

を
拝
受
し
た
。

　

小
規
模
企
業
共
済
は
、
小
規
模
企
業
の
経

営
者
や
役
員
、
個
人
事
業
主
な
ど
が
事
業
派

の
廃
止
・
退
職
後
の
生
活
安
定
資
金
を
積
み

立
て
て
準
備
す
る
共
済
制
度
。
掛
け
金
は
全

額
を
所
得
控
除
で
き
る
の
で
、
節
税
効
果
も

あ
る
。

　

当
所
で
は
、
日
ご
ろ
の
経
営
支
援
に
お
い

て
同
共
済
の
加
入
推
進
を
行
っ
て
お
り
、
毎

年
多
く
の
方
に
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

将
来
へ
の
備
え
や
節
税
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
同
共
済
を
今
後
も
推
進
し
て
い
く
。

※
制
度
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
１
月
、
能
登
地
域
を
襲
っ
た
地
震
は
、

多
く
の
企
業
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。
ま
た
、
当
市
で
も
4
月
に
震
度
5

強
を
観
測
し
、
予
測
不
可
能
な
自
然
災
害
や

新
型
感
染
症
の
拡
大
な
ど
、
企
業
を
取
り
巻

く
リ
ス
ク
は
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
中
小
企
業
の
皆

様
に
は
「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
認
定
」
の

取
得
を
強
く
お
す
す
め
し
ま
す
。
認
定
を
受

け
る
こ
と
で
、
災
害
や
緊
急
事
態
発
生
時
に

も
事
業
を
継
続
で
き
る
体
制
を
構
築
し
、
取

引
先
や
顧
客
か
ら
の
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

さ
ら
に
、
認
定
企
業
は
各
種
補
助
金
や
金

融
支
援
の
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
、
経
営
の
安
定
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

自
社
の
リ
ス
ク
管
理
を
見
直
し
、
地
域
経

済
を
支
え
る
強
固
な
企
業
と
な
る
た
め
に
、

今
こ
そ
「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
認
定
」
の

取
得
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

中
小
機
構
か
ら
感
謝
状

　
～
小
規
模
共
済
加
入
促
進
で
～

中
小
企
業
の
事
業
継
続
力
強
化
計
画
認

定
を
取
得
し
、
災
害
に
強
い
企
業
へ
！

事
業
継
続
力
強
化
計
画

認
定
制
度
に
つ
い
て
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。



5 地 域 の 未 来 を 支 え る 商 工 会 議 所

宇和島商工会議所 〒798-0060　愛媛県宇和島市丸之内1-3-24
TEL.0895-22-5555　FAX.0895-24-6655
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202
4

202
4

202
4ＹＥＧ

だ
より

商 工 会 議 所 は 持 続 可 能 な 経 済 成 長 を 目 指 し ま す

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

●女性会だより● ＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　

8
月
26
日
㈪「
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー

を
自
己
診
断
〜
あ
な
た
に
似
合
う
色

は
？
」
を
テ
ー
マ
に
会
員
研
修
会
を

開
催
し
た
。
講
師
と
し
て
当
会
員
で

あ
る
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ 

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
代
表

の
大
谷
涼
子
氏
を
お
招
き
し
た
。

　

大
谷
氏
は
、
色
彩
の
専
門
家
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
パ
ー
ソ
ナ

ル
カ
ラ
ー
診
断
の
分
野
に
お
い
て
豊

富
な
経
験
を
持
つ
。
こ
れ
ま
で
多
く

の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対
し
て
カ
ラ
ー

診
断
を
行
い
、
個
々
に
最
も
似
合
う

色
を
見
つ
け
る
た
め
の
的
確
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
提
供
し
て
き
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
ま
ず
色

彩
の
基
礎
知
識
か
ら
説
明
を
始
め
、

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
た
「
明
度
」

･

「
色
相
」･

「
彩
度
」
の
項
目
ご
と

に
自
己
診
断
を
行
っ
た
。
続
い
て
、春・

夏
・
秋
・
冬
の
4
つ
の
パ
ー
ソ
ナ
ル

カ
ラ
ー
タ
イ
プ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
解
説
し
、
実
際
の
診
断
方

法
を
紹
介
し
た
。
参
加
者
は
実
践
を

交
え
な
が
ら
、
自
分
に
合
う
色
を
見

つ
け
る
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
し
た
。

　

講
義
で
は
、
色
選
び
が
自
分
自
身

の
魅
力
を
引

き
出
す
上
で
い

か
に
重
要
か
を

強
く
述
べ
ら
れ

た
。
参
加
者

は
そ
れ
ぞ
れ
、

自
分
に
似
合

う
色
を
理
解

し
、
今
後

の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
や

ビ
ジ
ネ
ス

シ
ー
ン
に
お
い

て
も
活
用
で
き

る
知
識
を
得

ら
れ
た
こ
と
と

感
じ
る
。
大
谷

氏
の
分
か
り
や

す
い
説
明
と
豊

富
な
実
例
に
よ

り
、
色
彩
が
持

つ
力
を
改
め
て

実
感
す
る
こ
と

が
で
き
、
参
加

者
全
員
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

今
回
の
研
修
会
を
通
じ
て
、
参
加

者
の
皆
様
に
は
色
彩
の
重
要
性
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
生
活

や
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
て
る
貴
重
な
機

会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

今
後
も
、
女
性
会
で
は
会
員
の
皆
様

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
自
己
成
長
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
様
々
な
研
修
会

や
講
座
を
企
画
し
て
い
く
。

会
員
研
修
会
を
開
催
！

　
～
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
を
自
己
診
断
～
あ
な
た
に
似
合
う
色
は
？
～

商工会議所会員事業所の女性または
趣旨に賛同していただける宇和島市
内の女性であれば入会可能です。
（R6年会費5,000円）
詳しくは事務局（TEL:22-5555）まで。

宇和島商工会議所女性会
新規会員募集中！

～女性の力で宇和島を元気に～

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

宇和島ＹＥＧメンバー募集中！宇和島ＹＥＧメンバー募集中！ （現在45名）

・会員事業所経営者・後継者・従業員
・年会費　30,000円

・年齢　満49歳以下
・他に必要なのはヤル気と根性（?）だけ！

詳しくは担当事務局
伊井までご連絡ください

　

９
月
21
日
㈯
に
真
珠
会
館
に
て
観
月

会
を
開
催
し
た
。
現
役
メ
ン
バ
ー
と
Ｏ
Ｂ

の
方
々
と
の
交
流
を
目
的
と
し
、
今
年
も

多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
。
全
員
参
加
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
有
意
義
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

11
月
17
日
㈰
、
宇
和
島
き
さ
い

や
ロ
ー
ド
に
て
「
食
―
１
う
わ
じ

ま
の
鯛
食
べ
た
い
フ
ェ
ス
ィ
バ
ル
」

を
開
催
す
る
。
食
を
テ
ー
マ
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
今
回
で
３
回
目
の
開
催
と
な

る
。
今
年
は
、
宇
和
島
の
特
産
品

で
あ
る
「
鯛
」
を
テ
ー
マ
に
飲
食

店
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
19
店
舗
が
出

店
し
、
鯛
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
商

品
を
販
売
す
る
。
ま
た
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
ア
ン
パ

ン
マ
ン
シ
ョ
ー
を
実
施
す
る
。
さ
ら

に
、
ワ
ク
ジ
マ
生
徒
会
に
よ
る
バ
ン

ド
演
奏
や
餅
ま
き
な
ど
家
族
で
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
。
当
日
は
ぜ
ひ
ご
来
場

い
た
だ
き
、宇
和
島
の
特
産
品
「
鯛
」

を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
商
品
を
ご
堪

能
い
た
だ
き
た
い
。

観
月
会
を
開
催

食
―
１
う
わ
じ
ま
の
鯛
食
べ
た
い

フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
つい
て
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　ＤＩ値で前年同期と比べた今期の状況
を業種別にみると、業況は全業種でマイ
ナスとなっており特に製造業と建設業の値
が大きい。売上は卸売業がプラスの値だ
が建設業が大きくマイナスとなっている。
　これは、製造業は電気代の高騰や円安
に伴うコスト増、建設業は資材価格の高
止まりや住宅関連を中心とした民間工事
の受注不振等が要因の１つであると考え
られる。

　ＤＩ値で今期と比べた来期の見通しを業
種別にみると、業況については小売、製造、
建設業が20ポイント以上マイナスの見通しで
ある。売上についてはサービス業がプラスの
一方で製造業と建設業が10ポイント以上マ
イナスの見通しである。輸送コストの上昇や
人材確保に向けた賃上げの実施により、収
益が圧迫されている。また、10月からは郵便
料金の値上がりや最低賃金の引き上げが行
われるため更なる負担増加が予想される。 　ＤＩ値で前期比の推移を見ると、前期（2024

年Ⅱ期）から業況は悪化しているものの売上
が大きく回復している。
　実質賃金のプラス転換等、個人消費回復の
兆しが見えるが、原材料価格や電気代、輸送
費等の高騰によるコスト増は続いていること
から、売上はある程度確保できるものの利益
が出ないという状況がうかがえる。今後は、
最低賃金の引き上げによる人件費の増加に加
えて、扶養内で労働されている方の労働時間
の減少による更なる人手不足が予想される。

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

小売 卸売 製造 建設 サービス

業況
（前年同期） ▲9

（▲20）
▲13
（0）

▲44
（▲22）

▲67
（▲50）

▲20
（0）

売上
（前年同期） 0

（18）
13

（13）
0

（0）
▲33

（▲50）
▲13

（20）

雇用
(前年同期) 20

（20）
▲13
（0）

▲44
（▲11）

0
（0）

▲13
（▲33）

小売 卸売 製造 建設 サービス

業況
▲20 0 ▲22 ▲50 7

売上
9 0 ▲22 ▲17 20

雇用
0 ▲13 ▲22 0 ▲7

ＤＩ値とは
・�好転・増加と答えた企業割合から、それぞれ悪化・減少と答

えた企業割合を引いて算出。
　ＤＩ値＝（好転・増加）－（悪化・減少）
・�０（ゼロ）を基準として、プラス値で上向き傾向、マイナス

値で下向き傾向を示す。よって、売上高などの実数値の変化
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気観の相対的な
広がりを意味する。

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

業
種 業況 売上 雇用

全　

業　

種

今期の実績
［Ｒ６. ７～９月］

（前年同期比の数字）
▲27

（▲6）
▲6

（6）
▲10

（▲9）

来期の見通し
［Ｒ６.10 ～ 12月］ ▲13 2 ▲4

凡　例
特に好転 好転 まあまあ 悪化 特に悪化

ＤＩ値水準 ＞＝25 24～10 9～▲9 ▲10～▲24 ＜＝▲25

؅಺ܠ況ใ؅ࠂ಺ܠ況ใࠂ

(令和６年９月市内５０企業のアンケート主体)

令和６年７－９月期
個人消費回復の兆しも

原材料価格・人件費等は増加

⑴ 前年同期（令和５年７～９月）と比べた今期（令和６年７～９月）の状況

⑵ 今期（令和６年７～９月）と比べた来期（令和６年１０～１２月）の見通し

⑶ 経営上の問題（返答企業は上位３つまで回答可）

 １ 概　　況

 ２ 業態別動向

（１）需給の動向
　日銀の松山支店が公表している愛媛県金融経済概況（令和
６年９月公表）によると、愛媛県の景気は、一部に弱めの動
きがみられるものの、基調としては持ち直している。すなわ
ち、個人消費は、物価上昇の影響を受けつつも、緩やかに回
復している。住宅投資は、弱い動きとなっている。設備投資
は、増加している。公共投資は、高水準で推移している。こ
うした中、生産は、弱含んでいる。雇用・所得環境をみると、
緩やかに持ち直している。
　本調査による宇和島市の業況をみると、全業種の対前年同
期比（令和５年７～９月）で、「売上」が増加したが22.4％、
減少が28.6％、「採算」が好転したが6.1％、悪化が36.7％とし
ており、引き続き厳しい状況である。

　ＤＩ値で全業種の今期の実績を前年同期（令和５年７～９月）
と比較すると、売上はプラスの値を維持しつつ業況もマイナス
幅を減らしている。
　設備投資について実施した事業所は、小売業45.5％、卸売業
37.5％、製造業22.2%、サービス業12.5％、建設業は実施なしとなっ
た。来期計画している事業所は、小売業9.1％、卸売業25.0％、
製造業11.1%、サービス業50.0％、建設業は計画なしとしている。
　経営上の問題点としては、「売上不振・収益低下」、「仕入難、
材料難」、「人材不足」、「資金繰り難」などを挙げている。

（２）雇用情勢
　宇和島公共職業安定所における令和６年７月の新規求職者数
は、281人で前年同月の266人より15人（5.6％）増となった。新
規求人数は683人であり、前年同月679人より4人（0.6%）増となっ
ている。令和6年7月末現在の有効求職者数は1,304人（内55才以
上の高齢者537人）、有効求人数は1,836人であり、有効求人倍率
は1.41倍で、前年同月1.38倍より0.03ポイントの増となっている。売 上 採 算

不変
49.0% 減少

28.6%

好転
6.1%

不変
57.1%

悪化
36.7%

増加
22.4%

 ３ 売上と業況の前期比推移

売上不振
収益低下

仕入難
材料難

過当競争
人件費
負担

経費負担
（人件費以外）

人材不足 設備不足
資金繰り

難
需要の
停滞

その他

小売 30.3% 12.1% 12.1% 3.0% 3.0% 3.0% 9.1% 0.0% 15.2% 6.1%

卸売 8.3% 16.7% 4.2% 16.7% 4.2% 8.3% 8.3% 4.2% 16.7% 8.3%

製造 7.4% 40.7% 3.7% 7.4% 0.0% 25.9% 3.7% 0.0% 3.7% 0.0%

建設 16.% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 0.0% 5.6% 0.0%

サービス 14.6% 12.5% 0.0% 12.5% 8.3% 18.8% 0.0% 0.0% 4.2% 0.0%

24
年
Ⅲ
期

24
年
Ⅱ
期

24
年
Ⅰ
期

23
年
Ⅳ
期

23
年
Ⅲ
期

23
年
Ⅱ
期

23
年
Ⅰ
期

22
年
Ⅳ
期

22
年
Ⅲ
期

22
年
Ⅱ
期

22
年
Ⅰ
期

21
年
Ⅳ
期

21
年
Ⅲ
期

21
年
Ⅱ
期

21
年
Ⅰ
期

20
年
Ⅳ
期

20
年
Ⅲ
期

20
年
Ⅱ
期

20
年
Ⅰ
期

19
年
Ⅳ
期

19
年
Ⅲ
期

19
年
Ⅱ
期

19
年
Ⅰ
期

18
年
Ⅳ
期

18
年
Ⅲ
期

18
年
Ⅱ
期

18
年
Ⅰ
期

15.0
5.0
-5.0
-15.0
-25.0
-35.0
-45.0
-55.0
-65.0

ＤＩ値（前期比）の推移 売上
業況
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脳
の
活
性
化
に
は
、

ソ
ロ
バ
ン
が
一
番
！

　
『
第
50
回
南
予
地
区
学
生
珠
算
競
技
大
会
』

（
宇
和
島
商
工
会
議
所
・
宇
和
島
地
区
珠
算

連
盟
主
催
）
を
令
和
６
年
７
月
28
日
㈰
、
当

商
工
会
館
３
階
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
た
。

　

同
大
会
は
、
珠
算
の
振
興
と
技
術
の
向
上

を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
、
47
名
が
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
っ
た
。

　

あ
ん
ざ
ん
・
そ
ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

で
毎
回
多
く
の
入
賞
者
を
輩
出
す
る
全
国
で

も
レ
ベ
ル
の
高
い
南
予
地
域
の
子
ど
も
た
ち

が
、
終
始
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
50
回
目
の
開
催
を
記
念
し

て
、
そ
ろ
ば
ん
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
メ
ダ
ル

ク
ッ
キ
ー
が
参
加
者
全
員
に
送
ら
れ
た
。

　

各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
。

　

近
年
、
脳
を
鍛
え
る
元
祖
「
脳
ト
レ
」
の

そ
ろ
ば
ん
が
再
び
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

電
卓
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
計
算
機
器
が
普
及

す
る
中
、
な
ぜ
今
そ
ろ
ば
ん
な
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
、
そ
ろ
ば
ん
が
単
な
る
計
算
の

道
具
で
は
な
く
、
集
中
力
・
記
憶
力
・
忍
耐

力
を
育
て
る
か
ら
で
す
。

【そ
ろ
ば
ん
の
メ
リ
ッ
ト
】

①　

 

数
字
に
強
く
な
り
、
計
算
力
が
身
に
付

き
ま
す
。

②　

 

集
中
力
と
忍
耐
力
が
身
に
付
き
ま
す
。

③　

 

注
意
深
く
数
字
を
読
み
取
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
洞
察
力
の
原
点
に
！

　

宇
和
島
地
区
珠
算
連
盟
の
会
員
は
次
の
と

お
り
。

【
団
体
競
技
】

中
学
校
の
部

城
東
中
学
校　
　
　
　
　
　

小
倉　

颯
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
居　

希
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
松　

那
歩

小
学
校
の
部

岩
松
小
学
校
Ａ　
　
　
　
　

江
口
龍
太
朗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
野　

愛
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑　

咲
奈

小
学
校
４
年
生
以
下
の
部

天
神
・
宇
和
津
連
合　
　
　

山
下　

凛
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本　

理
晏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

夏
穂

【
個
人
競
技
】

中
学
校
の
部　
　
　
　
　
　

小
倉　

颯
介

小
学
校
の
部　
　
　
　
　
　

江
口
龍
太
朗

小
学
校
４
年
生
以
下
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

凛
華

【
読
上
算
競
技
】

中
学
校
の
部　
　
　
　
　
　

小
倉　

颯
介

小
学
校
の
部　
　
　
　
　
　

江
口
龍
太
朗

小
学
校
４
年
生
以
下
の
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

來
幸

【
読
上
暗
算
競
技
】

中
学
校
の
部　
　
　
　
　
　

中
居　

希
良

小
学
校
の
部　
　
　
　
　
　

藤
原　

知
広

小
学
校
４
年
生
以
下
の
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

凛
華

47
名
が
真
剣
勝
負
、腕
前
を
競
い
合
う

第
50
回
南
予
地
区
学
生
珠
算
競
技
大
会▲「88（パチパチ）」が表現されている

宇 和 島 地 区 珠 算 連 盟 会 員
宇和島商業専門学校 宇和島市新町・

津島町岩松・清満 ☎22-1605 松本そろばん塾 宇和島市吉田町 ☎52-0707

岡本珠算情報学院 宇和島市寿町・
大浦・別当 ☎22-2423 宮本そろばん教室 宇和島市柿原 ☎24-0921

島川そろばん教室 宇和島市大宮町・
明倫町 ☎24-5175 堀田文化教室 西宇和郡伊方町

仁田之浜
☎（0894）
38-0488

西上珠算塾 宇和島市長堀 ☎24-2090
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新 入 会 員 ご 紹 介
事業所名 所　在　地 部　　会 営業内容

利兵衛 鶴島町7-15 小 売 商 業 弁当販売
猫の手治療院 本町追手2-1-4 金 融 ･ 専 門 鍼灸マッサージ
まるみクレープ 新町2-6-1 観光・サービス クレープ販売
和厨 中央町1-10-15 サンビル1F 観光・サービス 飲食業
ガステック兵頭 長堀1-2-22 建 　 　 設 ガス配管工事
福島建築 別当6-1-18 建 　 　 設 大工工事

事業所名 所　在　地 営業内容
赤松　和幸 三間町是能697-1 エアコン工事
ORANGE Salud！ 吉田町河内甲470-1 柑橘類小売
㈱グッドハウル 三間町戸雁840-1 漁具小売
庭ノ杉本 鬼北町大字広見340 造園工事

（令和６年８月20日～令和６年10月17日）※部会別、五十音順

【特別会員】

他５事業所

貸付制度の利率状況（10/20現在）
日本政策金融公庫
〇普通貸付（担保不要：基準金利）　2.20～3.40％

〇普通貸付（担保提供：基準金利）　1.20～3.00％

〇経営改善融資（マルケイ）　  1.35%（補助あり）

【コロナ関連融資】
⃝新型コロナウイルス感染症特別貸付　基準利率　1.35～2.55％

民間金融機関による信用保証付融資
〈愛媛県制度〉
〇経営安定資金（一般）　　　　　　2.15%（保証料補助あり）
〇小口零細企業資金　　　1.65 又は 0.65%（保証料補助あり）
〇新事業創出支援資金　　1.50 又は 1.30%（保証料補助あり）
〇緊急経済対策特別支援資金　1.50 又は 1.65%（保証料補助あり）

〈宇和島市制度〉
〇中小企業振興資金　　　　1.45%（保証料補助あり）
〇中小企業設備近代化資金　1.45%（保証料補助あり）

愛媛県火災共済協同組合

『災害』により休業を余儀なくされた時の備えは十分ですか？

お問合せ・お申込は、宇和島商工会議所へ

地震 津波 火災
水災

風災

「休業対応応援共済」
が事業再開を応援します。

県共済

〒790-0001 松山市一番町四丁目１番２
電話（089）945-1313　FAX（089）932-7602

宇和島金融協会
伊 予 銀 行
四 国 銀 行
愛 媛 銀 行
香 川 銀 行

高 知 銀 行
宇和島信用金庫
Ｊ Ａ え ひ め 南EHIME

SOUTH
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を
ブ
レ
ン
ド
し
た
白
出
汁
と
南
予
地
方
の

方
に
合
う
よ
う
に
作
っ
た
甘
め
の
合
わ
せ

出
汁
を
毎
朝
各
店
舗
で
調
合
し
て
い
る
。

特
に
５
種
類
の
魚
粉
か
ら
作
っ
た
出
汁
粉

が
大
介
う
ど
ん
の
要
で
、
こ
こ
ま
で
こ
だ

わ
っ
て
提
供
し
て
い
る
店
は
少
な
い
。

　

ト
ッ
ピ
ン
グ
も
各
店
舗
で
調
理
し
、
で

き
た
て
の
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
上
田
社
長
は
「
県
外
の

方
や
幼
少
期
に
大
介
う
ど
ん
を
食
べ
て
愛

媛
を
離
れ
た
方
に
懐
か
し
い
味
を
味
わ
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
目
標
」
と
話
す
。
そ
の

思
い
か
ら
、
「
お
土
産
う
ど
ん
」
と
し
て

店
舗
の
味
を
そ
の
ま
ま
に
家
庭
で
楽
し
め

る
商
品
の
販
売
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
宇
和
島
市
の
取
り
組
み
で
も

あ
る
宇
和
島
市
を
離
れ
て
暮
ら
す
大
学

生
な
ど
に
特
産
品
を
届
け
る
「
ふ
る
さ
と

小
包
」
に
も
賛
同
し
、
宇
和
島
の
ソ
ウ
ル

フ
ー
ド
と
し
て
学
生
た
ち
に
故
郷
の
味
を

届
け
て
い
る
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
来
店
が
難
し
く

な
っ
た
お
客
様
向
け
に
、
低
カ
ロ
リ
ー
う

ど
ん
を
開
発
し
、
高
齢
者
施
設
で
の
提
供

も
行
っ
て
い
き
た
い
と
今
後
の
展
望
を
語

る
。
時
代
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
も
、

創
業
以
来
変

わ
ら
な
い
故

郷
の
味
を
守

り
続
け
る
大

介
う
ど
ん
。

そ
の
思
い
は

こ
れ
か
ら
も

多
く
の
人
々

に
愛
さ
れ
、

広
が
っ
て
い

く
だ
ろ
う
。

（
取
材
：
Ｉ
・
Ｋ
） ▲人気のうどんそばミックス・肉ごぼう・かきあげ

㈱
大
介代

表
取
締
役　

上
田　

一
之
介

和
霊
元
町
２
︱
２
︱
15

☎
22
︱
０
０
２
３

宇
和
島
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
「
大
介
う
ど
ん
」

　

宇
和
島
市
を

中
心
に
県
内
５

店
舗
を
経
営
し

て
い
る
㈱
大
介

は
「
大
介
う
ど

ん
」
の
愛
称
で

多
く
の
人
に
親

し
ま
れ
て
い
る
。

社
名
は
、
現
社

長
の
父
・一
介
氏

と
叔
父
・
大
城

氏
か
ら
一
文
字
ず
つ
を
取
っ
て
「
大
介
」

と
し
た
の
が
由
来
で
あ
る
。

　

昭
和
42
年
に
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
店
舗

と
し
て
創
業
し
、
昭
和
45
年
に
は
学
生
た

ち
に
満
足
し
て
も
ら
う
お
う
と
、
客
自
身

が
テ
ボ
（
湯
切
り
ざ
る
）
を
使
っ
て
お
好

み
の
量
の
麺
を
茹
で
る
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス

ス
タ
イ
ル
を
始
め
た
。
現
在
は
小
丼
と
大

丼
の
２
種
類
を
選
べ
る
が
、
か
つ
て
は
通

称
「
洗
面
器
」
と
呼
ば
れ
る
特
大
丼
も
あ

り
、
数
十
玉
を
食
べ
る
猛
者
も
い
た
そ
う

で
あ
る
。
ま
た
昭
和
50
年
に
は
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
に
も
進
出
し
、
15
年
ほ
ど
営
業
を

し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

　

大
介
う
ど
ん
の
人
気
の
秘
訣
は
創
業
か

ら
変
わ
ら
な
い
製
法
と
原
材
料
に
あ
る
。

麺
と
出
汁
は
、
自
社
工
場
で
製
造
し
た
も

の
に
こ
だ
わ
り
各
店
舗
に
届
け
て
い
る
。

　

麺
は
国
内
ブ
ラ
ン
ド
の
無
添
加
100
％
小

麦
を
使
用
し
、
そ
の
日
の
天
候
に
合
わ
せ

て
水
分
量
や
食
塩
量
、
ま
た
製
麺
の
調
整

を
行
い
、
最
高
の
状
態
で
お
客
様
に
提
供

し
て
い
る
。

　

自
慢
の
出
汁
は
、
出
汁
粉
と
良
質
昆
布

どがいなですか…会員さん 議員事業所

き
る
よ
う
、
天
然
芝
を
採
用
し
、
犬
の
健

康
を
守
り
な
が
ら
、
夏
の
暑
さ
か
ら
も
保

護
す
る
設
計
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

３
匹
の
看
板
犬
が
常
駐
し
て
お
り
、
い
つ

で
も
他
の
犬
た
ち
と
交
流
で
き
る
こ
と
が

大
き
な
魅
力
だ
。
お
店
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

で
は
、
来
店
し
た
お
客
の
愛
犬
の
写
真
を

シ
ェ
ア
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
多
く

の
愛
犬
家
と
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
で
は
イ
ベ
ン
ト

や
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
も
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
。
今
年
は
、
写
真
館
と
の
コ
ラ
ボ

に
よ
る
セ
ル
フ
撮
影
会
や
、
飼
い
主
が
愛

犬
と
触
れ
合
い
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行

う
ヨ
ガ
イ
ベ
ン
ト
、
愛
犬
と
飼
い
主
が
友

達
を
増
や
せ
る
ブ
ド
ウ
狩
り
ツ
ア
ー
な
ど

を
実
施
し
た
。
創
業
後
、
徐
々
に
認
知
度

が
上
が
り
、
常
連
客
も
増
え
る
中
で
、
お

客
か
ら
「
こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
し
て

ほ
し
い
」
と
の
要
望
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
の
予
定
と
し
て
冬
に
は
い
ち
ご
狩
り

を
予
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も
検

討
し
て
い
る
。

　

興
味
の
あ
る
愛
犬
家
の
人
は
、
ぜ
ひ
一

度
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
を
訪
れ
て
み
て
欲
し
い
。

【
営
業
時
間
】
10
：
00
〜
12
：
00

　
　
　
　
　
　

14
：
00
〜
17
：
00

【
定
休
日
】
不
定
休（
雨
の
日 

他
）

　
　
　
　
　
　

※
詳
し
く
は
イ
ン
ス
タ
で

【
料　
　

金
】
５
０
０
円
／
時（
会
員
制
）

（
取
材
：
Ｓ
・
Ｔ
）

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｗ代表

者　

近
藤　

未
来

伊
吹
町
甲
９
３
２
︱
１

愛
犬
と
同
伴
で
き
る
お
洒
落
な
ス
ポ
ッ
ト

　

ド
ッ
グ
ラ
ン
は
、

２
０
０
７
年
に
石

鎚
山
Ｓ
Ａ
に
四
国

初
の
施
設
が
設

置
さ
れ
て
以
来
、

ペ
ッ
ト
飼
育
率
の

上
昇
と
と
も
に
少

し
ず
つ
増
え
て
き

た
。
し
か
し
、
宇

和
島
圏
域
で
は
現

在
で
も
ド
ッ
グ
ラ

ン
の
数
が
少
な
く
、

愛
犬
と
一
緒
に
過
ご
せ
る
場
所
を
探
し

て
い
る
人
も
多
い
。
幼
少
期
か
ら
愛
犬

と
共
に
育
っ
た
事
業
主
の
近
藤
さ
ん
も

そ
の
一
人
だ
。
近
藤
さ
ん
は
市
外
・
県
外

の
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
訪
れ
る

中
で
、
そ
こ
で
得
た
経
験
や
良
い
点
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
自
分
の
理
想
の
ド
ッ

グ
ラ
ン
を
作
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
、
２
０
２
１
年
に
宇
和

島
商
工
会
議
所
へ
創
業
相
談
に
訪
れ
、

そ
こ
か
ら
何
度
も
相
談
を
行
い
な
が
ら

国
の
特
定
創
業
支
援
事
業
の
認
定
を
得

た
上
で
２
０
２
２
年
12
月
12
日
に
伊
吹

町
で
「
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
」
を
開
業
し
た
。

　

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
は
、
単
な
る
ド
ッ
グ
ラ

ン
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を

取
り
入
れ
て
い
る
。
メ
イ
ン
の
ド
ッ
グ
ラ

ン
は
、
犬
と
飼
い
主
が
一
緒
に
楽
し
め
る

場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
犬
の
社
会
性

を
育
む
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
カ
フ
ェ
で

は
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
ド
リ
ン
ク
を
提
供

し
、
雑
貨
コ
ー
ナ
ー
で
は
厳
選
さ
れ
た
犬

用
雑
貨
や
お
や
つ
、
ケ
ア
用
品
な
ど
を
取

り
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
愛
犬
家

同
士
が
交
流
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

　

屋
外
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
は
天
候
に
左
右
さ

れ
が
ち
だ
が
、
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
で
は
快
適

な
環
境
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
雨
の

日
や
雨
上
が
り
で
も
安
心
し
て
利
用
で

▲Instagram
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宇
和

島
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会
報

  №
238

令
和
６
年
10 月
20 日
発
行

発
行
所

印
刷
所

宇
和
島
商
工
会
議
所

佐
川
印
刷
㈱
宇
和
島
市
丸
之
内
1－
3－
24

宇
和
島
市
弁
天
町
1丁
目
1－
13
T
EL（
0895 ）22 －

5555
T
EL（
0895 ）20 －

1100
FA
X（
0895 ）24 －
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X（
0895 ）52 －

0096
本
誌
購
読
料
は
会
費
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

定
価

200
円

11月4日（月・振休）

宇和島商工会議所創立110周年記念

スポーツに学ぶ
マネジメント術と
まちづくり

スポーツに学ぶ
マネジメント術と
まちづくり

宇和島商工会議所
〒798-0060
宇和島市丸之内１丁目３-２４
TEL： 0895-22-5555主催：宇和島商工会議所　協賛：宇和島経営者協会　後援：宇和島市

宇和島市営闘牛場
■ 無料駐車場あり（丸山公園グラウンド）　約300台
※駐車場には限りがあります。お車はできるだけ乗り合わせてお越し下さい。

会 場

時 間 12:30～14:00

問い合わせ先

スポーツコメンテーター
1965年8月6日生まれ。出身地兵庫県川西市。
ご存知「史上最強捕手」は東京ヤクルトスワローズー筋で活躍。
ソウル五輪銀メダル、MVP2回、首位打者(1991年）、日本一4回、
リーグ制覇5回。
2005年には、2000本安打を達成。
2006年からは選手兼監督を務め、2007年引退。
現在はテレビ、執筆、講演、トライアスロンなど幅広く活動。

PROFILE 古田敦也 Atsuya Furuta

※簡易座布団の持参を推奨

（開場／11：30）

■11：00～ シャトルバスあり[往復運行]
宇和島自動車
⇒バスセンター（丸之内）出発
⇒本社前バス停
　（JR宇和島駅前）経由

宇和島自動車
バスセンター

宇和島自動車
本社前バス停

（JR宇和島駅前）

会 場
JR宇和島駅

Ｒ
56

Ｒ320

宇和島商工会議所／津島町商工会／吉田三間商工会／宇和島市営闘牛場
伊予銀行各支店／愛媛銀行各支店／宇和島信用金庫 本・支店
(※各金融機関ともに宇和島市内店舗のみ)

【整理券配布場所】

令和6年

入場無料  （ただし、整理券が必要です）


